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第１章 調査概要 

 

１ 調査の目的 

若者の生活や意識に係る現状を把握し、（仮称）若者計画の基礎資料を得ることを目的に、調査

を実施しました。 

 

 

２ 調査の設計 

（１）調査対象者：区内在住の19歳から39歳までの者（基準日：令和７年１月１日） 

（２）調 査 方 法：ＷＥＢアンケート（希望者には調査票を郵送） 

（３）調 査 期 間：令和７年１月16日（木曜日）から令和７年２月19日（水曜日）まで 

 

 

３ 回収状況 

（１）配 布 数：70,672人（全数調査） 

（２）有効配布数：70,038人 

（３）有効回収数：14,064人 

（４）有効回収率：20.1％ 

 

 

４ 調査の内容 

（１）自身・家庭の状況について 

（２）普段の生活について 

（３）家族の世話について 

（４）仕事について 

（５）社会とのつながりや文京区に関することについて 

（６）将来への希望感について 

（７）結婚・子育て・少子化対策について 

（８）若者施策等に関する意見について 
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５ 調査結果を見る上での注意事項 

（１）本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数です。 

（２）年代別などのクロス集計は、無回答があるため合計が全体と一致しないことがあります。 

（３）百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しました。した

がって、単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせ

て100％にならない場合があります。 

（４）複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が100％を超える場合があり

ます。 

（５）表中の「－」は該当する回答がなかったことを示し、「0.0」は集計結果が四捨五入により

小数第２位で0.1未満となったことを示しています。 

（６）本文、表、グラフに引用されている調査票の文言は、表示の都合上、一部簡略化している

場合があります。 

（７）回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中ではふ

れていない場合があります。 

（８）統計数値を考察するにあたっては、傾向をまとめて表現する場合には、おおむね以下のと

おりにしています。 

例 表現 

17.0～19.9％ 約２割 

20.0～20.9％ ２割 

21.0～22.9％ ２割を超える 

23.0～26.9％ ２割台半ば 

（９）本報告書では、自由記述の回答内容をもとにテキストマイニング※を行い、よく使われた

語同士の関係性を「共起ネットワーク」として可視化しています。共起ネットワークと

は、文章内で同時に使われる頻度が高い語（共起語）を線で結び、語の意味的なつながり

や関心の集まりを視覚的に示したものです。 

作成した共起ネットワークでは、関連性の高い語が線で結ばれています。語と語を結ぶ線

の種類は関連の強さを示し、実線は強い関連、点線はやや弱い関連を表します。 

各ページの共起ネットワークに使用している項目の定義は以下のとおりです。 

※…大量のテキストデータから有益と思われる情報を抽出する分析手法 

項目 説明 

語彙群 関連性の強い語ごとに自動で分類され、色分けされたもの。 

語の出現回数 
語の出現回数を円で表現したもの。円が大きいほど、出現回数

が多いことを示している。 

なお、語彙群の中心にある語ほど、他の語と広くつながりを持っている傾向があり、関心

が集中しているキーワードである可能性があります。ただし、これらのつながりは「使わ

れた頻度」に基づくものであり、必ずしも論理的な因果関係や評価を示すものではない点

にご留意ください。  
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第２章 調査結果 

  

１ 自身・家庭の状況について 

（１）居住地区 

問１ お住まいの地区をお答えください。（〇は１つ） 

 

居住地区は、「本駒込」が 10.8％で最も高く、次いで「小石川」が 10.5％、「本郷」が 10.4％、

「大塚」が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

問２ 令和７年１月１日時点のあなたの年齢をお答えください。 

 

年齢は「35～39 歳」が 30.1％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 29.4％、「25～29 歳」が

24.1％、「20～24歳」が 13.4％となっており、年齢層が上がるにつれて高くなっています。 
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（３）性別 

問３ あなた自身が認識する性別をお選びください。（〇は１つ） 

 

性別は、全体でみると「女性」が 57.0％、「男性」が 40.5％となっています。 

それぞれの年齢層の回答を比較しても、傾向に差異は見られません。 
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（４）最終学歴又は在学学校種別 

問４ あなたが最後に卒業（中退を含む）した、または現在在学している学校をお答えくだ

さい。（〇は１つ） 

 

最終学歴又は在学学校種別は、全体でみると「大学・大学院」が 88.1％と最も高く、次いで

「専修学校・専門学校」が 5.2％となっています。 

就学・就業状況別でみると、「大学・大学院」は学生（予備校生などを含む）が約９割、正社

員・正規職員が９割を超えています。 
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（５）転入の有無 

問５ あなたはいつから文京区にお住まいですか。（〇は１つ） 

 

転入の有無は、「転入してきた」が 88.4％となっており、「生まれたときから」が 10.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「転入してきた」と回答した方の転入年齢】 

転入年齢は、「25～29 歳」が 32.9％で最も高く、次いで「30～34 歳」が 24.4％、「20～24 歳」

が 19.5％、「35～39歳」が 7.4％となっており、全体の８割以上が 20歳以降に転入しています。 
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（６）転入した理由 

問５で、「２ 転入してきた」とお答えの方にうかがいます。 

問５－１ 文京区に転入された理由について、あてはまる答えの番号すべてに○をつけてく

ださい。※複数回の転入を経験されている場合は、直近の理由をお答えください。（○

はいくつでも） 

 

文京区に転入した理由は、全体でみると「治安がよく、安全だから」が 43.8％で最も高く、次

いで「自分が通う職場から近いから」が 42.0％、「家族（パートナーを含む）の都合（転勤など）

があったから」が 26.2％となっています。 

年齢層別でみると、「治安がよく、安全だから」は 30 歳代で約５割となっています。「自分が通

う学校から近いから」は 19歳と 20～24歳で４割台半ばから約５割となっています。 
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（７）居住形態 

問６ あなたのお住まいの形態をお答えください。（〇は１つ） 

 

居住形態は、「賃貸マンション・賃貸住宅」が 59.8％で最も高く、次いで「自分の持ち家（集合

住宅）」が 11.2％、「自分以外（親や配偶者・パートナーなど）の持ち家（集合住宅）」が 8.8％、

「自分以外（親や配偶者・パートナーなど）の持ち家（一戸建て）」が 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）家族人数 

問７ あなたと一緒に住んでいる人は、あなたを含めて何人ですか。 

 

家族人数は、「１人」が 31.1％で最も高く、次いで「２人」が 26.8％、「３人」が 20.4％、「４

人」が 15.3％となっています。 
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（９）家族構成 

問７で、「２人以上」とお答えの方にうかがいます。 

問７－１ あなたと一緒に住んでいる人について教えてください。あてはまる答えの番号すべて

に○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

家族構成は、全体でみると「配偶者・パートナー・交際相手」が 72.5％で最も高く、次いで

「子ども」が 39.4％、「母親」が 24.2％、「父親」が 20.0％、「兄弟姉妹」が 13.4％となっていま

す。 

年齢層別でみると、「配偶者・パートナー・交際相手」は 30 歳代で８割台と高くなっており、

「子ども」は 35～39 歳で約７割と高くなっています。また、「父親」、「母親」、「兄弟姉妹」は 24

歳以下で高くなっています。 
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（10）世帯収入 

問８ あなたの家庭の家計（年間の収入）について、あてはまる答えの番号１つに○をつけてくだ

さい。ここでの「家庭」とは、住民票上の世帯ではなく、実際に日常生活を共にしている人を

指します。（○は１つ） 

 

世帯収入は、全体でみると「1,000～1,500 万円未満」が 20.5％と最も高くなっています。次い

で「700～1,000万円未満」が 14.8％、「500～700万円未満」が 12.7％、「1,500～2,000万円未満」

が 11.4％、「300～500万円未満」が 11.2％となっています。 

年齢層別でみると、「1,000～1,500 万円未満」は 30 歳代で２割台半ばとなっています。一方、

「100万円未満」は 20～24歳で約２割と最も高く、19歳でも１割台半ばとなっています。 
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（11）家計の状態 

問９ あなたの家庭の家計（状況）について、一番近いものの番号１つに○をつけてください。こ

こでの「家庭」とは、住民票上の世帯ではなく、実際に日常生活を共にしている人を指します。

（○は１つ） 

 

家計の状態は、全体でみると「黒字であり、定期的に貯金している」が 54.1％と最も高く、次

いで「赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである」が 17.2％、「黒字であるが、貯金はしていない」

が 10.1％、「わからない」が 6.7％となっています。 

年齢層別でみると、「黒字であり、定期的に貯金している」はおおむね年齢層が上がるにつれて

高くなり、30 歳代では６割台となっています。「赤字であり、貯金を切り崩している」及び「赤字

であり、お金を借りている」は 20～24歳で他の年齢層よりもやや高くなっています。 
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1.1

6.7 1.4

赤

字

で

あ

り
、

お

金

を

借

り

て

い

る

赤

字

で

あ

り
、

貯

金

を

切

り

崩

し

て

い

る

赤

字

で

も

黒

字

で

も

な

く
、

ぎ

り

ぎ

り

で

あ

る

黒

字

で

あ

る

が
、

貯

金

は

し

て

い

な

い

黒

字

で

あ

り
、

定

期

的

に

貯

金

し

て

い

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（12）お金の不安や悩みのある費用 

問10 お金の不安や悩みがある費用について、あてはまる答えの番号すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも） 

 

お金の不安や悩みのある費用は、全体でみると「居住費」が 61.9％と最も高く、次いで「食費」

が 46.1％、「子どもの養育費」が 32.2％、「趣味・交際費」が 24.7％、「医療費」が 24.4％となっ

ています。 

世帯収入別でみると、「食費」は 500 万円未満で６割台と高く、おおむね年収が上がるにつれて

低くなっています。一方、「子どもの養育費」はおおむね年収が上がるにつれて高くなり、1,500

～2,000 万円未満で 54.3％と最も高くなっています。「趣味・交際費」と「医療費」は 1,000 万円

未満で２割台から３割台となっています。 
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（13）日本語能力 

問11 あなたは日本語をどの程度使うことができますか。（話す、聞く、読む、書くなど）

（〇は１つ） 

 

日本語能力は、「母語（日常生活で最も自然に使える言語）としている」が 93.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）障害者手帳の有無 

問12 あなた自身の状況について、あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。（〇は１つ） 

 

障害者手帳の有無は、「あてはまるものがない」が 90.1％で最も高く、次いで「障害者手帳は

もっていないが、医療機関・専門機関等で相談・治療等を受けている」が 6.9％、「障害者手帳を

もっている」が 1.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(14,064)  

1.8

6.9 90.1

1.2

(%)ｎ

障

害

者

手

帳

を

も
っ

て

い

る

障

害

者

手

帳

は

も
っ

て

い

な

い

が
、

医

療

機

関

・

専

門

機

関

等

で

相

談

・

治

療

等

を

受

け

て

い

る

あ

て

は

ま

る

も

の

が

な

い

無

回

答
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（15）自己肯定感等 

問13 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。それぞれ、あてはまる答え

の番号１つに〇をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

 

自己肯定感等は、「あてはまる（計）」では「家族（パートナーを含む）や親族に大事にされて

いると思う」が 93.4％と最も高く、僅差で「人や社会の役に立ちたいと思う」が 90.4％と、どち

らも９割台となっています。一方、「あてはまらない（計）」では、「自分は孤独だと感じる」にあ

てはまらない人が 68.4％と最も高く、次いで「人生が嫌になることがある」にあてはまらない人

が 58.0％となっており、いずれも肯定的な傾向がうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.5 8.9

59.8 38.7

62.6 35.9

76.1 22.4

89.0 9.6

93.4 5.1

90.4 8.2

76.0 22.4

30.1 68.4

40.5 58.0

あ
て
は
ま
る
（

計
）

あ
て
は
ま
ら
な
い
（

計
）

(%)

⑩人生が嫌になることがある

④今の自分が好きだ

⑤自分は幸せである

⑥家族（パートナーを含む）や親族に
大事にされていると思う

⑦人や社会の役に立ちたいと思う

n=(14,064)

①自分には自分らしさと
いうものがあると思う

②今の自分を変えたいと思う

③将来よりも今の生活を楽しみたい

⑧うまくいくかわからないことも
意欲的に取り組む

⑨自分は孤独だと感じる

23.3

16.7

31.6

50.2

69.9

54.3

31.4

10.0

17.2

36.5

45.9

44.5

38.8

23.5

36.1

44.6

20.1

23.3

27.1

30.1

16.4

6.9

3.4

5.9

19.1

33.7

29.7

11.6

5.8

6.0

2.7 

1.7 

2.3 

3.3

34.7

28.3

1.5 

1.5 

1.6 

1.6 

1.5 

1.5 

1.5 

1.6 

1.5 

1.5 

55.7 33.8 6.8

2.1 

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

ら

な

い

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答

あてはまる（計） あてはまらない（計）
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２ 普段の生活について 

（１）普段の過ごし方 

問14 あなたは、学校や仕事以外の時間をどのように過ごしていますか。３つまで○をつけてく

ださい。（○は３つまで） 

 

普段の過ごし方は、全体でみると「家族（パートナーを含む）と話をする」が 54.8％と最も高

く、次いで「テレビやインターネット動画等映像コンテンツを視聴する」が 46.4％、「スマート

フォンやパソコンで、インターネットやＳＮＳを見る」が 40.1％となっています。 

年齢層別でみると、「家族（パートナーを含む）と話をする」は 30 歳代で６割台と高くなって

います。「友だちや交際相手と話をする」は 24 歳以下で３割台となっています。また、「子どもの

世話をする」は 35～39歳で 37.0％、「勉強をする」は 19歳で 36.3％となっています。 
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（２）安心できる居場所の有無 

問15 今のあなたにとって安心できる場所、居心地の良い場所はありますか。（○は１つ） 

 

安心できる居場所の有無は、全体でみると「ある」が 93.0％、「ない」が 5.7％となっています。 

それぞれの年齢層の回答を比較しても、傾向に差異は見られません。 

日本語能力別でみると、母国語でなく日常生活で不自由を感じる経験が多いほど、「ない」と回

答する割合がおおむね高くなっています。 

障害者手帳の有無別でみると、あてはまるものがないと回答した人よりも、障害者手帳をもっ

ている人及び障害者手帳はもっていないが、医療機関・専門機関等で相談・治療を受けていると

回答した人の方が「ない」と回答する傾向にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各日本語能力別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  

年
齢
層
別 

日
本
語
能
力
別 

障
害
者
手
帳
の
有
無
別 

 

障害者手帳を
もっている

(260)

障害者手帳はもっていないが、
医療機関・専門機関等で相談・治療

(968)

あてはまるものがない (12,665)

81.2

87.9

94.0

17.3

10.8

5.1

1.5

1.2

0.9

  全  体 (14,064)

母語（日常生活で最も自然に
使える言語）としている

(13,212)

母語ではないが、
不自由なく使える

(271)

母語ではないが、ほとんど不自由
することなく使える

(267)

母語ではなく、日常生活で
時々困難を感じる

(154)

母語ではなく、日常生活で
不自由することが多い

(30)

母語ではなく、
まったくできない (14)

障害者手帳を
もっている

(260)

93.7

88.6

86.1

81.2

80.0

85.7

81.2

5.3

9.6

11.6

18.2

10.0

14.3

17.3

0.9

1.8

2.2

0.6

10.0

0.0

1.5

93.0 5.7 1.4

  全  体 (14,064)

19歳 (245)

20～24歳 (1,879)

25～29歳 (3,395)

30～34歳 (4,130)

35～39歳 (4,231)

ｎ (%)

92.2

93.1

93.5

93.6

92.9

5.7

5.7

5.2

5.4

6.3

2.0

1.2

1.2

0.9

0.8

93.0 5.7 1.4

あ

る

な

い

無

回

答
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（３）安心できる居場所 

問15で、「１ ある」とお答えの方にうかがいます。 

問15－１ 今のあなたにとって安心できる場所、居心地の良い場所はどこですか。あてはまる答

えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

安心できる居場所は、全体でみると「自宅・自分の部屋」が 96.3％で最も高く、次いで「自宅

以外の家（現在の自宅が実家でない場合は実家、友人宅、祖父母の家など）」が 26.9％、「カフェ

や喫茶店」が 19.6％、「職場（アルバイトを含む）」が 15.8％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「自宅・自分の部屋」は９割台となっています。「自宅

以外の家（現在の自宅が実家でない場合は実家、友人宅、祖父母の家など）」は 25～29 歳で

32.6％と最も高くなっています。 
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（４）安心できる居場所に必要なこと 

問16 安心できる場所、居心地の良い場所として、どのような場所があれば良いと思いますか。

あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

安心できる居場所に必要なことは、全体でみると「静かに勉強や読書ができる場所」が 57.6％

で最も高く、次いで「緑がある公園や広場」が 52.1％、「気軽に話ができる場所」が 48.7％、「文

化や芸術（音楽、美術、料理など）に関する活動ができる場所」が 34.6％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「静かに勉強や読書ができる場所」は５割以上となっ

ています。「緑がある公園や広場」は 30歳代で５割台半ば、「気軽に話ができる場所」は 24歳以下

で５割台と高くなっています。「ゲームやパソコンができる場所」は 19 歳で 30.2％、20～24 歳で

23.6％と高くなっています。 
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（５）外出頻度 

問17 あなたは普段どのくらい外出しますか。（○は1つ） 

 

外出頻度は、全体でみると「ほぼ毎日外出する（仕事・学校・遊び含めて）」が 71.8％で最も高

く、次いで「週に３～４日外出する（仕事・学校・遊び含めて）」が 19.7％、「人づきあいや用事

のために、週１日程度外出する」が 4.2％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「ほぼ毎日外出する（仕事・学校・遊び含めて）」が最

も高く、19 歳で 76.3％、35～39 歳で 75.0％となっています。一方、「人づきあいや用事のために、

週１日程度外出する」、「いつもは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」、

「いつもは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」、「家からほとんど出ない」はいずれ

の年齢層でも１割未満となっています。 
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（６）外出状況が現在の状態になった期間 

問17で、「４」～「６」※とお答えの方にうかがいます。 

問17－１ あなたの外出状況が現在の状態となって、どのくらい経ちますか。（○は1つ） 

※４…いつもは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する 

※５…いつもは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける 

※６…家からほとんど出ない 

 

外出状況が現在の状態になった期間は、全体でみると「３年～５年未満」が 26.5％と最も高く、

次いで「１年～２年未満」が 13.7％、「３か月未満」が 12.8％、「２年～３年未満」が 12.1％と

なっています。 

年齢層別でみると、20～24 歳は「６か月～１年未満」、25 歳以上は「３年～５年未満」が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（７）外出状況が現在の状態となった年齢 

問17で、「４」～「６」※とお答えの方にうかがいます。 

問17－２ あなたの外出状況が現在の状態となったのはいつ頃からですか。 

 

外出状況が現在の状態となった年齢は、全体でみると「30～34 歳の頃」が 27.7％と最も高く、

次いで「25～29歳の頃」が 25.6％、「20～24歳の頃」が 17.2％となっています。 

外出状況が現在の状態となった年齢は、現在の年齢層とおおむね同じ傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（８）外出状況が現在の状態となったきっかけ 

問17で、「４」～「６」※とお答えの方にうかがいます。 

問17－３ あなたの外出状況が現在の状態となったきっかけは何ですか。あてはまる答えの番号

すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

外出状況が現在の状態となったきっかけは、全体でみると「仕事や授業がリモートになったた

め」が 46.7％で最も高く、次いで「外出する必要がなかったため」が 39.5％、「育児をすること

（妊娠中を含む）になったため」が 17.4％となっています。 

年齢層別でみると、「仕事や授業がリモートになったため」は 30～34 歳で 53.2％と最も高く、

「育児をすること（妊娠中を含む）になったため」は 30歳代で２割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  
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（９）現在の不安や悩みごと 

問18 あなたは今、不安や悩みはありますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも） 

 

現在の不安や悩みごとは、全体でみると「将来のこと」が 68.2％と最も高く、次いで「仕事の

こと」が 52.3％、「家の経済状況」が 34.5％、「自分の健康や病気のこと」が 26.8％、「子どもの

園・学校や将来のこと」が 23.9％となっています。 

年齢層別でみると、「将来のこと」は 20 歳代で７割台半ばとなっています。「仕事のこと」は 25

歳以上で５割台となっています。「家の経済状況」、「自分の健康や病気のこと」、「子どもの園・学

校や将来のこと」、「家族（パートナーを含む）の健康や病気のこと」などは年齢層が上がるにつ

れて高くなり、「子どもの園・学校や将来のこと」は 35～39 歳で 41.9％と最も高くなっています。

一方、「進学、就職のこと」は 19 歳で 74.3％、20～24 歳で 49.5％、「勉強のこと」は 19 歳で

53.9％と最も高くなっています。 
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（10）家族や親族、学校や職場の人との関係 

問19 家族（パートナーを含む）や親族、学校や職場の人に不安や悩みを相談できますか。それぞ

れ、あてはまる答えの番号１つに〇をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

 

【家族（パートナーを含む）や親族との関係】 

家族（パートナーを含む）や親族との関係は、「不安や悩みを相談できる」は「あてはまる

（計）」が 82.4％、「あてはまらない（計）」が 15.7％となっています。 

また、「困ったときは助けてくれる」は「あてはまる（計）」が 91.6％、「あてはまらない（計）」

が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校や職場の人との関係】 

学校や職場の人との関係は、「不安や悩みを相談できる」は「あてはまる（計）」が 61.5％、「あ

てはまらない（計）」が 35.7％となっています。 

また、「困ったときは助けてくれる」は「あてはまる（計）」が 70.2％、「あてはまらない（計）」

が 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.5 35.7

70.2 26.9

n=(14,064)

①不安や悩みを相談できる

②困ったときは助けてくれる

あ
て
は
ま
る

(

計

)

あ
て
は
ま
ら
な
い

(

計

)

(%)

26.9 43.3 16.1 10.8 2.8

22.5 39.0 20.5 15.2 2.7

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

ら

な

い

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答

あてはまる（計） あてはまらない（計）

82.4 15.7

91.6 6.5

n=(14,064)

①不安や悩みを相談できる

②困ったときは助けてくれる

あ
て
は
ま
る

(

計

)

あ
て
は
ま
ら
な
い

(

計

)

(%)

65.4 26.2 4.3

2.2

2.0

52.9 29.5 9.8 5.9 1.9

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

ら

な

い

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答

あてはまる（計） あてはまらない（計）
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（11）相談先に望むこと 

問20 あなたが文京区等の行政機関に相談するとしたら、相談先にどのようなことを望みま

すか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

相談先に望むことは、全体でみると「秘密が守られる」が 66.4％と最も高く、次いで「専門家

の人に相談できる」が 60.4％、「匿名で相談できる」が 54.5％、「曜日や時間を気にせず相談でき

る」が 53.8％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「秘密が守られる」が６割台と最も高く、「専門家の人

に相談できる」は年齢層が上がるにつれて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＳＮＳ…ＬＩＮＥ、Ｘ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍなど 
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（12）区への意見「普段の生活や状況」「不安や悩みごと」（自由意見） 

問21 あなたの「普段の生活や状況」、「不安や悩みごと」について感じていることや区に対

するご意見・ご提案などがありましたら、自由にご記入ください。 

 

「普段の生活や状況」「不安や悩みごと」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を把握

するためのテキストマイニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作成し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文京」「区」「住む」「家賃」「高い」などが中心に配置され、頻繁に出現し、かつ他の語との

つながりが多いことから、文京区での住環境の問題（特に家賃の高さや補助制度）が主要な関心

事であると考えられます。 

また、「子ども」「生活」「将来」「不安」などがつながっていることから、子育てや生活に対す

る不安・支援への期待が強く表れており、将来への見通しの不透明さも課題となっていると読み

取れます。 

そのほか、外国人の増加と治安の変化に関する懸念、教育・学校環境に関する関心などが伺え

ます。  

語彙群： 

 語の出現回数： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

▼住環境・住宅について 

○治安の良さと利便性の高さに対する住みやすさへの評価 

○日常的に利用できる低価格なスーパーマーケットの不足 

○家賃や不動産価格の高騰に対する不安 

〇子育て世帯や現役世帯向けの家賃補助の創設 

○経済的事情による文京区からの転出の検討 

〇単身世帯に対する支援施策の充実 

 

▼子育て・将来への不安について 

○子育て支援に関する情報発信の強化 

○土日や夜間にも対応可能な相談窓口の整備 

〇不妊治療に対する経済的支援の充実 

○外国人観光客や外国人居住者の増加によるマナーの変化への懸念 

 

▼労働と子育ての両立について 

○子どもの放課後の居場所の確保 

○一時保育や延長保育などの支援体制の拡充 

○女性のキャリア継続を支える、仕事と子育てとの両立支援の強化 

 

▼公共施設について 

○学生が利用しやすい低料金のスポーツ施設の整備 

○乳幼児や小学生向けの安全な遊び場の確保 

○子どもの増加に伴う教育環境への不安 

○静かに学習ができる勉強スペースの整備 

〇自然と触れ合える緑豊かな公園の整備 

 

▼地域交流について 

○同世代や同業者と交流できる機会の創出 

○現役世代が参加しやすい区のイベントの開催 
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３ 家族の世話について 

（１）日常的に世話をしている人の有無 

問22 家族の中に、あなたが日常的に世話をしている人はいますか。（自分の子どもの育児や世

話は除きます。）（○は１つ） 

 

家族の中に日常的に世話をしている人の有無は、全体でみると「いない」が 94.3％、「いる」は

4.7％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「いる」は１割未満となっており、「いない」が９割台

半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (14,064)

19歳 (245)

20～24歳 (1,879)

25～29歳 (3,395)

30～34歳 (4,130)

35～39歳 (4,231)

ｎ (%)

3.3

3.7

4.4

5.1

4.9

95.9

95.0

94.5

94.3

94.3

0.8

1.3

1.1

0.6

0.8

4.7 94.3 1.0

い

る

い

な

い

無

回

答
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（２）世話の対象者 

問22で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問22－１ あなたが世話をしている人は誰ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ

てください。（○はいくつでも） 

 

世話の対象者は、全体でみると「配偶者・パートナー」が 50.4％と最も高く、次いで「母親」

が 35.0％、「父親」が 21.2％、「祖母」が 9.5％となっています。 

年齢層別で見ると、「配偶者・パートナー」は 25歳以上で５割台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（３）世話の内容 

問22で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問22－２ あなたは日常的にどのような世話をしていますか。あてはまる答えの番号すべて

に○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

世話の内容は、全体でみると「家の掃除をしている」が 64.4％と最も高く、次いで「家族の食

事を作っている」が 58.3％、「家族の洗濯をしている」が 56.9％となっています。 

年齢層別でみると、「家の掃除をしている」、「家族の食事を作っている」は年齢層が上がるにつ

れて高くなっています。「家族の感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になる）をしている」

は、30～34歳で 50.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  
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（４）区に求める支援 

問22で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問22－３ あなたが文京区に助けてほしいことや、必要としている支援はありますか。あてはま

る答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

区に求める支援は、全体でみると「金銭的な援助をしてほしい」が 41.7％と最も高く、次いで

「将来のことについて相談にのってほしい」が 21.4％、「自分と同じ環境の人と話をしたい」が

14.5％となっています。一方、「必要としている支援はない」が 22.9％と高くなっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「金銭的な援助をしてほしい」が最も高く、25～29 歳

で 50.3％となっています。また、「将来のことについて相談にのってほしい」も 25～29 歳で

28.9％となっています。 

世帯収入別でみると、2,000 万円未満の世帯で「金銭的な援助をしてほしい」が最も高く、100

～300 万円未満が 63.0％、100 万円未満で 57.1％、300～500 万円未満で 52.8％となっています。

また、「将来のことについて相談にのってほしい」と「自分と同じ環境の人と話をしたい」では

100万円未満で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  
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（５）区とつながる場合の手段 

問22－３で、「１」～「６」※とお答えの方にうかがいます。 

問22－４ どのような方法で話をしたり、話を聞いたりしてほしいですか。あてはまる答えの

番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

※１…自分の今の状況について話を聞いてほしい 

※２…自分と同じ環境の人と話をしたい 

※３…将来のことについて相談にのってほしい 

※４…家族の世話を経験したことのある人に話を聞いてほしい 

※５…家族の病気や障害、ケアについてわからないことを教えてほしい 

※６…家族の世話を代わりにやってくれるサービスを教えてほしい 

 

区とつながる場合の手段は、全体でみると「対面」が 62.5％と最も高く、次いで「ＬＩＮＥ」

が 50.2％、「メール」が 43.3％、「電話」が 35.7％となっています。 

年齢層別でみると、25 歳以上で「対面」が６割台となっています。また、「ＬＩＮＥ」は 30 歳

代で５割台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（６）家族から受けている世話 

問23 あなたは、生活を維持するために、自身の親や保護者から日常的にどのような世話を

受けていますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつで

も） 

 

家族から受けている世話は、全体でみると「世話を受けていない」が 54.6％と最も高く、次い

で「金銭的なこと（家賃や生活費の補助、学費の援助など）」が 24.6％、「精神的なこと（悩み相

談、話し相手になってもらうなど）」が 22.5％となっています。 

年齢層別でみると、「金銭的なこと（家賃や生活費の補助、学費の援助など）」は 19 歳が 89.4％

と最も高く、次いで 20～24 歳で 70.5％と最も高くなっています。「生活に関わること（掃除、洗

濯、食事の準備など）」は 19歳が 72.7％と最も高くなっています。 

世帯収入別でみると、「金銭的なこと（家賃や生活費の補助、学費の援助など）」は 100 万円未

満が 78.8％と最も高くなっています。 
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（７）区への意見「家族の世話」「家族から受けている世話」（自由意見） 

問24 自分や家族の将来への不安など（例：8050問題（高齢の親（80代）とその親に依存し

て生活している中高年の子ども（50代）が直面する社会問題））、「家族の世話」や「家族

から受けている世話」について、感じていることや区に対するご意見・ご提案などがあ

りましたら、自由にご記入ください。 

 

「家族の世話」「家族から受けている世話」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を把

握するためのテキストマイニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作成

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「不安」「親」「介護」「将来」「自分」などが結ばれており、家族の介護が日常の大きな課題と

なっていることが見て取れます。それらに「高齢」「生活」「必要」なども結びつき、親の加齢と

それに伴う介護負担が将来への不安につながる構図が読み取れます。 

また、「仕事」「両立」「金銭」「施設」「遠い」「実家」などが語群として現れており、経済的・

物理的制約による負担も大きいことが伺えます。  

語彙群： 

 
語の出現回数： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

○介護に関する情報提供の充実 

○親の介護・子育て・仕事の三重負担への不安 

○将来的な介護も見据えた住環境や居住地選択への支援 

○遠距離に住む親の介護に関する懸念 

○高齢の親の世話によるキャリア形成への支障 

○少子高齢化に伴う現役世代への負担の集中や社会保障制度への不満 
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４ 仕事について 

（１）就学・就業状況 

問25 就学・就業状況についてお答えください。（○は１つ） 

 

就学・就業状況は、全体でみると「正社員・正規職員」が 65.5％と最も高く、次いで「学生

（予備校生などを含む）」が 13.9％、「契約社員など非正規職員」が 3.9％となっています。一方、

「働いていない（育休中等も含む）」は 4.3％となっています。 

年齢層別でみると、「正社員・正規職員」は 25 歳以上で７割台となっています。一方、「学生

（予備校生などを含む）」は 19歳で 95.1％、20～24歳で 64.3％と最も高くなっています。 

性別でみると、「正社員・正規職員」は男性が 70.3％、女性が 62.6％と最も高くなっています。 

最終学歴又は在学学校種別でみると、「正社員・正規職員」は５年制の高等専門学校（高専）で

79.1％と最も高く、次いで、大学・大学院が 68.4％、短期大学が 58.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各性別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  
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（２）労働時間 

問25で、「２」～「６」※とお答えの方にうかがいます。 

問25－１ 残業も含めた１日の平均労働時間についてお答えください。 

※２…正社員・正規職員 

※３…契約社員など非正規職員 

※４…パート・アルバイト 

※５…自営業 

※６…自由業（個人で専門知識や技術を生かした職業） 

 

残業も含めた１日の平均労働時間は、全体でみると「８時間以上 10 時間未満」が 53.5％と最も

高く、次いで「10 時間以上 12 時間未満」が 22.6％、「６時間以上８時間未満」が 9.2％となって

います。 

性・年齢層別でみると、いずれの性・年齢層でも「８時間以上 10 時間未満」は最も高く、20 歳

代女性で６割台と高くなっています。また、男性で「10 時間以上 12 時間未満」は年齢層が上がる

につれて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各性・年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（３）働いていない理由 

問25で、「７」「８」※とお答えの方にうかがいます。 

問25－２ 現在、働いていない理由についてお答えください。あてはまる答えの番号すべてに○

をつけてください。（○はいくつでも） 

※７…専業主婦・主夫 

※８…働いていない（育休中等も含む） 

 

働いていない理由は、全体でみると「育児をするため」が 68.9％と最も高く、次いで「家庭内

での家事などを専業としているため」が 16.6％、「病気、けが、障害があるため」と「心のケアが

必要な状況であるため」がともに 9.7％となっています。 

年齢層別でみると、25 歳以上で「育児をするため」が最も高く、35～39 歳で 79.2％となってい

ます。また、「心のケアが必要な状況であるため」も 25～29 歳で 21.5％とやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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性別でみると、「育児をするため」は、女性で75.5％、「働く意欲がわかないため」は男性で

31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各性別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（４）仕事を選ぶ上で重視すること 

問26 あなたが仕事を選ぶ上で重視することは何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつ

けてください。（○はいくつでも） 

 

仕事を選ぶ上で重視することは、全体でみると「職場の雰囲気や人間関係が良いこと」が

72.8％と最も高く、次いで「仕事にやりがいを感じられること」が 66.1％、「給料が高いこと」が

63.1％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「職場の雰囲気や人間関係が良いこと」は７割台と最

も高くなっています。また、「仕事にやりがいを感じられること」は 19 歳で 73.1％と最も高く

なっています。「福利厚生が充実していること」は 19 歳で 58.4％と最も高く、年齢層が上がるに

つれて低くなっています。「働き方（在宅勤務等）が選べること」は 30 歳代で４割台となってい

ます。 
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（５）区への意見「仕事」「働き方」（自由意見） 

問27 「仕事」や「働き方」について、感じていることや区に対するご意見・ご提案などが

ありましたら、自由にご記入ください。 

 

「仕事」「働き方」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を把握するためのテキストマ

イニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子育て」「両立」「育児」「子ども」「保育園」などの語が「仕事」「働く」を介して結びついて

おり、仕事と育児をどう両立させるかに強い関心があることが読み取れます。「在宅」「時短」「育

休」「テレワーク」などの語もあり、柔軟な働き方へのニーズや制度的支援への期待が見られます。 

「給与」「低い」「税金」「高い」といった語のつながりや、「お金」「生活」「収入」「将来」「不

安」「今」といった語の共起関係からは、区民が日常的に感じている経済的な負担感や、将来への

不安が表れていることが伺えます。 

  

語彙群： 

 
語の出現回数： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

▼働き方の多様化について 

○スキルアップや資格取得に対する支援 

○柔軟な働き方（テレワーク、フレックス制）の推進 

○オフピーク通勤の推進 

○区民が利用できるコワーキングスペースの整備 

○共働き世帯の子育てと仕事の両立支援 

 

▼女性の社会進出について 

○性別に関係なく働ける職場環境の整備 

○女性のキャリア形成における障壁の撤廃 

○性別による差別やハラスメントがない環境の整備 

 

▼生活の不安と将来について 

○定年退職後の生活資金の見通しへの不安 

○60 歳代以降の働き方への不安 

○収入増加に伴う税負担への不満  
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５ 社会とのつながりや文京区に関することについて 

（１）地域の人との関わり状況 

問28 地域の人（家族や親族以外の近所の人）と、あなたの現在の関わりは、どのようなものです

か。それぞれ、あてはまる答えの番号１つに〇をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

 

地域の人との関わり状況は、「あてはまる（計）」では「日常的な挨拶等ができる」が 57.9％と

最も高く、次いで「話すことができる」が 31.3％となっています。一方、「あてはまらない（計）」

では、「悩みごとを相談できる」と感じていない人が 91.5％と最も高く、次いで「困ったときは助

けてくれる」と感じていない人が 81.0％となっており、いずれも否定的な傾向がうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.9 40.9

31.3 67.5

7.2 91.5

17.6 81.0

あ
て
は
ま
る
（

計
）

あ
て
は
ま
ら
な
い
（

計
）(%)

n=(14,064)

①日常的な挨拶等ができる

②話すことができる

③悩み事を相談できる

④困ったときは助けてくれる

12.5

3.2

4.8

18.8

4.0

12.8

24.8

12.1

21.2

42.7

79.4

59.8

1.3 

1.3 

1.4 

26.3 31.6 16.6 24.3 1.2

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

あ

て

は

ま

ら

な

い

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答

あてはまる（計） あてはまらない（計）
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（２）社会参加活動の種類 

問29 あなたは、現在、次のような社会参加活動をしていますか。あてはまる答えの番号す

べてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

社会参加活動の種類は、全体でみると「特に、社会参加活動はしていない」が 68.0％と最も高

く、次いで「子どもに関する活動」が 12.7％、「町会・自治会などが行う、地域のお祭りやイベン

トに関する活動」が 11.4％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「特に、社会参加活動はしていない」が最も高く、25

～29 歳で 77.9％となっています。「子どもに関する活動」は 35～39 歳で 25.8％と最も高くなって

います。 

地域への愛着別でみると、「特に、社会参加活動はしていない」は愛着を感じていない層の方が

高く、約８割となっています。 
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（３）社会参加活動に不参加の理由 

問29で、「10 特に、社会参加活動はしていない」とお答えの方にうかがいます。 

問29－１ 参加していない理由は何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも） 

 

社会参加活動に不参加の理由は、全体でみると「日々の生活が忙しく、時間的余裕がないから」

が 55.9％と最も高く、次いで「地域でどのような活動が行われているのか知らないから」が

48.9％、「参加方法がわからないから」が 35.1％、「関心がないから」が 32.1％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「日々の生活が忙しく、時間的余裕がないから」は５

割台と最も高くなっています。また、「地域でどのような活動が行われているのか知らないから」

も 25～29 歳で 52.0％と最も高くなっています。「一緒に参加する知人・友人がいないから」は 19

歳で 38.2％と最も高く、年齢層が上がるにつれて低くなっています。 
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（４）地域への愛着の有無 

問30 文京区や住んでいる地域への愛着を感じていますか。（〇は１つ） 

 

地域への愛着の有無は、全体でみると「感じている（計）」が 83.5％、「感じていない（計）」が

15.2％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「感じている（計）」は８割台となっており、「感じて

いない（計）」は１割台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (14,064) 83.5 15.2

19歳 (245) 85.8 12.6

20～24歳 (1,879) 81.6 16.9

25～29歳 (3,395) 81.3 17.3

30～34歳 (4,130) 83.5 15.6

35～39歳 (4,231) 86.7 12.7

ｎ

感
じ
て
い
る

(

計

)

(%)

感
じ
て
い
な
い

(

計

)

47.8

38.3

32.9

33.7

40.6

38.0

43.3

48.4

49.8

46.1

10.2

13.1

13.0

12.2

9.5

2.4

3.8

4.3

3.4

3.2

1.6

1.5

1.4

1.0

0.6

36.4 47.1 11.6 3.6 1.2

感

じ

て

い

る

ま

あ

感

じ

て

い

る

あ

ま

り

感

じ

て

い

な

い

感

じ

て

い

な

い

無

回

答

感じている（計） 感じていない（計）
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（５）地域に愛着を感じるところ 

問30で、「１ 感じている」「２ まあ感じている」とお答えの方にうかがいます。 

問30－１ どんなところに愛着を感じていますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ

てください。（○はいくつでも） 

 

地域に愛着を感じるところは、全体でみると「治安がよく、安全で安心して生活できるところ」

が 85.7％と最も高く、次いで「交通の便が良く、移動が快適で便利なところ」が 67.2％、「住ん

でいる人のマナーが良く、安心して暮らせる環境が整っているところ」が 60.0％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「治安がよく、安全で安心して生活できるところ」が

８割台半ばとなっています。「生まれ育ったまちであり、思い出や愛着が深いところ」は 19 歳で

44.8％となっています。 
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（６）永住希望の有無 

問31 これからも文京区に住み続けたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

永住希望の有無は、全体でみると「住み続けたい（計）」が 87.8％、「住み続けたいと思わない

（計）」が 5.3％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「住み続けたい（計）」は８割台、「住み続けたいと思

わない（計）」は１割未満となっています。また、「住み続けたい」は 19歳と 35～39歳で５割台と

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (14,064) 87.8 5.3

19歳 (245) 83.6 5.7

20～24歳 (1,879) 85.3 6.5

25～29歳 (3,395) 86.6 6.2

30～34歳 (4,130) 89.1 4.8

35～39歳 (4,231) 89.9 4.5

ｎ

住
み
続
け
た
い
（

計
）

住
み
続
け
た
い
と
思
わ
な
い
（

計
）(%)

51.4

46.2

43.9

46.8

50.1

32.2

39.1

42.7

42.3

39.8

4.5

4.0

4.1

3.1

2.5

1.2

2.5

2.1

1.7

2.0

9.0

6.4

5.9

5.3

4.9

1.6

1.8

1.4

0.9

0.8

46.9 40.9 3.3

2.0

5.5 1.3

住

み

続

け

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

住

み

続

け

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

住

み

続

け

た

い

と

思

わ

な

い

住

み

続

け

た

い

と

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

住み続けたい（計）

住み続けたいと
思わない（計）
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（７）区相談窓口等の認知度と利用状況等 

問32 困ったときの相談窓口で、知っているものや、これまで利用したことがあるもの、今後利用

したいものをお答えください。 

①～⑧の事業ごとに、（1）知っている、（2）利用したことがある、（3）今後利用したいのそれ

ぞれについて、「1.はい」「2.いいえ」のいずれかに○をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

 

【（1）知っている】 

区相談窓口等で「知っている（はい）」は、「文京区保健サービスセンターの相談サービス」が

26.6％と最も高く、次いで「文京区子ども家庭支援センターの相談事業」が23.4％、「東京都児童

相談センター」が16.6％、「文京区男女平等センター相談室」が14.5％となっています。また、い

ずれの区相談窓口等でも「知らない（いいえ）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥文京区ひきこもり支援センター

⑦文京区生活福祉課の女性相談

⑧東京都児童相談センター

②文京区子ども家庭支援センターの
相談事業

③文京区教育センターの「総合相談室」

④文京区男女平等センター相談室

　　⑤文京区自立相談支援窓口
　　　　　（生活困窮に関する相談窓口）

n=(14,064)

①文京区保健サービスセンターの
相談サービス

(%)

23.4

11.1

14.5

9.6

7.0

6.0

16.6

74.0

86.1

82.8

87.6

90.1

91.2

80.6

2.7

2.8

2.7

2.7

2.8

2.8

2.8

26.6 70.9 2.6

は

い

い

い

え

無

回

答
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【（2）利用したことがある】 

区相談窓口等で「利用したことがある（はい）」は、「文京区保健サービスセンターの相談サー

ビス」が7.1％と最も高く、次いで「文京区子ども家庭支援センターの相談事業」が4.5％、「文京

区教育センターの「総合相談室」」が2.5％となっています。また、いずれの区相談窓口でも「利

用したことがない（いいえ）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　⑤文京区自立相談支援窓口
　　　　　（生活困窮に関する相談窓口）

⑥文京区ひきこもり支援センター

⑦文京区生活福祉課の女性相談

⑧東京都児童相談センター

①文京区保健サービスセンターの
相談サービス

②文京区子ども家庭支援センターの
相談事業

③文京区教育センターの「総合相談室」

④文京区男女平等センター相談室

n=(14,064)

(%)

4.5

2.5

0.7

0.8

0.3

0.5

1.1

91.9

93.8

95.6

95.5

95.9

95.7

95.2

3.5

3.7

3.7

3.7

3.8

3.8

3.7

7.1 89.5 3.4

は

い

い

い

え

無

回

答
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【（3）今後利用したい】 

区相談窓口等で「今後利用したい（はい）」は、「文京区保健サービスセンターの相談サービス」

が33.7％と最も高く、次いで「文京区子ども家庭支援センターの相談事業」が28.8％、「文京区教

育センターの「総合相談室」」が25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧東京都児童相談センター

④文京区男女平等センター相談室

　　⑤文京区自立相談支援窓口
　　　　　（生活困窮に関する相談窓口）

⑥文京区ひきこもり支援センター

⑦文京区生活福祉課の女性相談

n=(14,064)

①文京区保健サービスセンターの
相談サービス

②文京区子ども家庭支援センターの
相談事業

③文京区教育センターの「総合相談室」

(%)

28.8

25.0

13.2

11.0

6.4

14.0

13.8

66.6

70.3

82.1

84.2

88.8

81.2

81.3

4.6

4.7

4.7

4.8

4.8

4.8

4.8

33.7 61.8 4.5

は

い

い

い

え

無

回

答
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（８）区の施策等への意見表明希望の有無 

問33 文京区の政策や施策について、自分の考えを伝えたいと思いますか。（〇は１つ） 

 

区の施策等への意見表明希望の有無は、全体でみると「そう思う（計）」は 57.3％、「そう思わ

ない（計）」は 40.3％となっています。 

年齢層別でみると、「そう思う（計）」は年齢層が上がるにつれて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (14,064) 57.3 40.3

19歳 (245) 47.4 48.1

20～24歳 (1,879) 51.9 45.6

25～29歳 (3,395) 56.7 41.0

30～34歳 (4,130) 58.8 39.4

35～39歳 (4,231) 59.8 38.5

ｎ

そ
う
思
う

(

計

)

そ
う
思
わ
な
い

(

計

)

(%)

13.9

17.1

19.1

19.1

19.5

33.5

34.8

37.6

39.7

40.3

35.9

32.3

28.8

28.8

28.3

12.2

13.3

12.2

10.6

10.2

4.5

2.6

2.4

1.9

1.7

18.8 38.5 29.1 11.2 2.4

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

そう思う（計） そう思わない（計）
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（９）区の施策等への意見表明する理由 

問33で、「１ そう思う」「２ どちらかといえばそう思う」とお答えの方にうかがいます。 

問33－１ それはどのような理由からですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてく

ださい。（○はいくつでも） 

 

区の施策等への意見表明する理由は、全体でみると「地域の将来をより良いものにしたいと思

うから」が 66.7％と最も高く、次いで「自分の日常生活や興味・関心に関係しているから」が

64.5％、「政策や施策に自分の意見を反映させたいから」が 32.0％となっています。 

年齢層別でみると、「地域の将来をより良いものにしたいと思うから」は 35～39 歳で 71.6％と

最も高く、「自分の日常生活や興味・関心に関係しているから」は 20 歳以上で６割台半ばと高く

なっています。 
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（10）区の施策等への意見表明しない理由 

問33で、「３ どちらかといえばそう思わない」「４ そう思わない」とお答えの方にうかが

います。 

問33－２ それはどのような理由からですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてく

ださい。（○はいくつでも） 

 

区の施策等への意見表明しない理由は、全体でみると「文京区に伝えたい意見がないから」が

38.8％と最も高く、次いで「区の政策や施策を知らないから」が 36.6％、「区に意見を伝えても反

映されないと思うから」が 32.0％となっています。 

年齢層別でみると、34 歳以下では「文京区に伝えたい意見がないから」が最も高く、20～24 歳

で 48.9％となっています。「区の政策や施策を知らないから」は 19歳で 41.5％と最も高く、「区に

意見を伝えても反映されないと思うから」は年齢層が上がるにつれて高くなっています。 
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（11）区の施策等への意見を伝える方法・手段 

問34 どのような方法や手段があれば、文京区の政策や施策について意見を伝えやすいと思

いますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

区の施策等への意見を伝える方法・手段は、全体でみると「アンケートに答える」が 53.7％と

最も高く、次いで「伝えた意見がどのように反映されるのかわかる」が 49.3％、「ＳＮＳを使って

意見を伝える」が 45.7％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「アンケートに答える」が最も高く、35～39 歳で

56.3％となっています。「ＳＮＳを使って意見を伝える」は 24 歳以下で約５割と高くなっていま

す。 
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（12）区への意見「社会とのつながり」「文京区に関すること」（自由意見） 

問35 地域とのつながりをはじめとする「社会とのつながり」や「文京区に関すること」に

ついて、感じていることや区に対するご意見・ご提案などがありましたら、自由にご記

入ください。 

 

「社会とのつながり」「文京区に関すること」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を

把握するためのテキストマイニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作

成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心にある「地域」「人」「参加」「活動」「イベント」などの語がつながりから、住民が地域活

動や人とのつながりに関心を持っていることが読み取れ、特に「お祭り」「コミュニティ」「交流」

といった語が具体的な活動や接点を示しています。 

「文京」「住む」「良い」「治安」「街」などからは、文京区に対する肯定的な評価が多数あるこ

とが分かります。一方、「場所」「公園」「増やす」「施設」「利用」などから、区内施設や共有ス

ペースへの改善要望が読み取れます。 

「意見」「アンケート」の語が連なり、区民の声を区政に反映する仕組みへの期待があることが

推察されます。  

語彙群： 

 
語の出現回数： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

▼地域交流と社会参加について 

○若者向けのイベントやカルチャースクールの開催 

○地域交流を促進する施策の実施 

○賃貸マンション居住者の町内会活動参加へのハードルの高さ 

○同世代との交流機会の創出 

○区内における人間関係の希薄さや孤立感への不安 

○公共空間を活用した交流の場の整備 

 

▼住みやすい環境づくりについて 

○子育て支援の充実による住みやすさへの評価 

○区民が住み続けられる家賃水準の実現 

○大型図書館などの公共施設の整備 

○独身世帯や子どもがいない世帯からの住環境に対する評価 

○家賃高騰による区外転居の検討 

○区民の視点に立ったまちづくり 

 

▼区政への参加について 

○意見集約と施策への反映状況が確認できる仕組みづくり 

〇若年世代の意見反映の難しさと世代間格差の是正 
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６ 将来への希望感について 

（１）将来への希望感 

問36 自分の将来について明るい希望を持っていますか。（○は１つ） 

 

将来への希望感は、全体でみると「希望がある（計）」が 75.8％、「希望がない（計）」が 23.2％

となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「希望がある（計）」は７割台、「希望がない（計）」は

２割台となっています。また、「希望がある」は 20～24 歳で約３割、「どちらかといえば希望があ

る」は 30歳代で５割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (14,064) 75.8 23.2

19歳 (245) 74.3 23.7

20～24歳 (1,879) 76.4 22.1

25～29歳 (3,395) 74.7 24.0

30～34歳 (4,130) 76.1 23.1

35～39歳 (4,231) 77.0 22.5

ｎ

希
望
が
あ
る
（

計
）

希
望
が
な
い
（

計
）(%)

26.1

28.6

26.1

23.6

24.0

48.2

47.8

48.6

52.5

53.0

19.6

16.6

18.2

18.2

17.8

4.1

5.5

5.8

4.9

4.7

2.0

1.5

1.2

0.9

0.5

25.0 50.8 18.0 5.2 1.1

希

望

が

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

希

望

が

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

希

望

が

な

い

希

望

が

な

い

無

回

答

希望がある（計） 希望がない（計）
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（２）10年後の自分の姿 

問37 あなたは10年後、どのようになっていると思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

 

10 年後の自分の姿は、「そう思う（計）」では「何でも話せる人が周りにいる」が 78.0％で最も

高く、次いで「やりたいと思っている仕事をしている」が 75.9％、「結婚している、またはパート

ナーと一緒に暮らしている」が 75.4％となっています。一方、「そう思わない（計）」では、「起業

している」と思わない人が 81.9％と最も高く、次いで「地方に移住している」と思わない人が

78.8％、「今より状況が悪くなっている」と思わない人が 76.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.9 22.5

72.0 26.4

78.0 20.3

75.4 22.8

65.9 32.3

16.2 81.9

19.3 78.8

25.7 72.3

40.0 57.8

61.4 36.4

56.9 40.9

21.4 76.6

⑪今と変わらない

⑫今より状況が悪くなっている

⑦地方に移住している

⑧地域活動やボランティア
活動に取り組んでいる

⑨親世帯または子世帯の近くで
暮らしている

⑩仲間と楽しく暮らしている

③何でも話せる人が周りにいる

④結婚している、またはパートナーと
一緒に暮らしている

⑤子育てをしている

⑥起業している

n=(14,064)

①やりたいと思っている仕事をしている

②十分な収入で暮らしている

そ
う
思
う

(

計

)

そ
う
思
わ
な
い

(

計

)

(%)

27.9

38.2

52.8

43.4

6.2

4.7

5.3

13.4

24.4

17.0

5.8

44.1

39.8

22.6

22.5

10.0

14.6

20.4

26.6

37.0

39.9

15.6

19.2

14.4

11.8

14.2

23.0

33.9

36.7

25.9

19.1

25.3

41.8

7.2

5.9

11.0

18.1

58.9

44.9

35.6

31.9

17.3

15.6

34.8

1.6

1.7

1.7

1.9

1.8

1.9

2.0

2.1

2.1

2.0

2.1

32.3 43.6 16.6 5.9 1.7

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

そう思う（計） そう思わない（計）
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（３）区への意見「将来への希望感」（自由意見） 

問38 「将来への希望感」について、感じていることや区に対するご意見・ご提案などがあ

りましたら、自由にご記入ください。 

 

「将来への希望感」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を把握するためのテキスト

マイニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「将来」「希望」「生活」「今」「自分」「持つ」といった語が見られ、希望を持ちたいという意識

がある一方で、「不安」「金銭」「物価」「上昇」「家賃」「住む」「高い」「難しい」といった語から、

生活に関わる経済的不安や物価高騰への懸念が見られます。 

「子育て」「支援」「世代」「若者」「負担」「高齢」などから、世代間格差や育児・介護負担への

心配が、将来への不安としてつながっている様子が読み取れます。 

「治安」「外国」「増える」「悪化」「日本」などの語群から、地域の治安や国際的な人口変化に

対する懸念も一部で表れていることが分かります。 

  

語彙群： 

 
語の出現回数： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

▼社会保障制度・税制度について 

○現役世代の負担増に配慮した税制度の検討 

○年金制度の将来性を見据えた制度設計 

 

▼住環境・物価について 

○高騰する家賃への助成や定住支援制度の創設 

○区内住宅購入を後押しする支援策の導入 

○現役世代を対象とした区独自の優遇制度の導入 

 

▼子育て世代の支援について 

○子育て世代の意見を反映した政策の実現 

○区が実施している子育て施策の内容や制度の簡潔な情報発信 

○高齢者優遇とされる政策に対する若者世代の不満 

 

▼国際化に伴う治安等について 

○外国人増加に対応した治安の維持 

○社会情勢の不安定さによる将来への閉塞感の広がり 
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７ 結婚・子育て・少子化対策について 

（１）婚姻状況（事実婚等含む） 

問39 現在のあなたの状況をお答えください。（○は１つ） 

 

婚姻状況（事実婚等含む）は、全体でみると「結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしてい

る」が 50.7％、「現在、ひとりである（結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしていない）」が

48.5％となっています。 

年齢層別でみると、「結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしている」は年齢層が上がるにつ

れて高くなり、35～39歳で 74.0％となっています。一方、「現在、ひとりである（結婚・事実婚・

パートナーシップ宣誓をしていない）」は 24 歳以下で９割台となっています。 

性別でみると、男性は、「現在、ひとりである（結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしてい

ない）」が 50.0％、女性は「結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしている」が 52.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各性別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。  

  全  体 (12,269)

19歳 (186)

20～24歳 (1,487)

25～29歳 (2,942)

30～34歳 (3,735)

35～39歳 (3,773)

ｎ (%)

0.5

2.8

34.2

62.4

74.0

97.3

96.8

65.2

37.1

25.4

2.2

0.5

0.7

0.5

0.6

50.7 48.5 0.7

結

婚

・

事

実

婚

・

パ
ー

ト

ナ
ー

シ
ッ

プ

宣

誓

を

し

て

い

る

現

在
、

ひ

と

り

で

あ

る

（

結

婚

・

事

実

婚

・

パ
ー

ト

ナ
ー

シ
ッ

プ

宣

誓

を

し

て

い

な

い
）

無

回

答

男性 (4,933)

女性 (7,049)

どちらとも言えない (53)

わからない (10)

答えたくない (136)

49.3

52.4

22.6

10.0

36.8

50.0

47.0

77.4

90.0

59.6

0.7

0.7

0.0

0.0

3.7

0.7

年
齢
層
別 

性
別 

 



 

63 

 

（２）出会いの場（配偶者・パートナー） 

問39で、「１ 結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしている」とお答えの方にうかがいます。 

問39－１－１ 配偶者・パートナーとは、どのようなきっかけで知り合いになりましたか。

（〇は１つ） 

 

配偶者・パートナーとの出会いの場は、全体でみると「職場・仕事関係」が 27.1％と最も高く、

次いで「学校」が 22.4％、「マッチングアプリ」が 15.3％、「友人や兄弟姉妹を通じて」が 15.0％

となっています。 

年齢層別でみると、「職場・仕事関係」は年齢層が上がるにつれて高くなっています。また、

「学校」と「マッチングアプリ」は年齢層が上がるにつれておおむね低くなっており、「友人や兄

弟姉妹を通じて」は 35～39歳で 18.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年齢層別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（３）交際相手の有無 

問39で、「２ 現在、ひとりである（結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしていない）」

とお答えの方にうかがいます。 

問39－２－１ あなたは、現在交際している人はいますか。（〇は１つ） 

 

交際相手の有無は、全体でみると「いる」が 36.6％、「いない」が 63.0％となっています。 

年齢層別でみると、「いる」は 25～29歳で 44.8％と最も高く、次いで 20～24歳で 38.2％、30～

34 歳で 35.8％となっています。一方、「いない」は 19 歳で 82.9％と最も高く、次いで 35～39 歳

で 76.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (5,956)

19歳 (181)

20～24歳 (1,439)

25～29歳 (1,917)

30～34歳 (1,385)

35～39歳 (957)

ｎ (%)

17.1

38.2

44.8

35.8

23.5

82.9

61.6

54.9

63.9

76.1

0.0

0.3

0.3

0.3

0.4

36.6 63.0 0.4

い

る

い

な

い

無

回

答
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（４）出会いの場（交際相手） 

問39－２－１で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問39－２－２ 交際相手とはどのようなきっかけで知り合いになりましたか。（〇は１つ） 

 

交際相手との出会いの場は、全体でみると「マッチングアプリ」が 25.9％と最も高く、次いで

「学校」が 23.0％、「職場・仕事関係」が 21.7％、「友人や兄弟姉妹を通じて」が 9.3％となって

います。 

年齢層別でみると、「マッチングアプリ」は 30～34 歳で 33.7％と最も高く、「学校」は 19 歳が

71.0％と最も高くなっています。「職場・仕事関係」は 35～39 歳が 29.3％と最も高くなっていま

す。 
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（５）結婚意向の有無 

問39－２－１で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問39－２－３ 交際相手とのこれからについて、どのように考えていますか。（〇は１つ） 

 

結婚意向の有無は、全体でみると「いずれは結婚したい」が 49.2％と最も高く、次いで「でき

るだけ早く結婚したい」が 17.7％、「わからない」が 12.8％、「結婚の形にこだわりはない」が

12.2％となっています。 

年齢層別でみると、「いずれは結婚したい」は 20～24 歳で 55.0％と最も高く、次いで 25～29 歳

で 53.7％となっています。また、「結婚の形にこだわりはない」は 35～39 歳で 29.8％と最も高く

なっており、「できるだけ早く結婚したい」は年齢層が上がるにつれておおむね高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (2,182)

19歳 (31)

20～24歳 (549)

25～29歳 (859)

30～34歳 (496)

35～39歳 (225)

(%)ｎ

32.3

16.6

10.8

10.3

13.3

9.7

7.3

10.1

13.9

29.8

32.3

55.0

53.7

46.6

26.7

9.7

12.8

18.4

21.8

20.0

16.1

7.5

5.0

5.6

8.0

0.0

0.5

1.6

1.6

1.8

0.0

0.4

0.3

0.2

0.4

12.8 12.2 49.2 17.7 6.4
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0.3
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な

い
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い
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を

考
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い

な

い

そ

の

他

無

回

答
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（６）結婚していない理由 

問39－２－１で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問39－２－４ 結婚していない理由をお答えください。あてはまる答えの番号すべてに○を

つけてください。（〇はいくつでも） 

 

結婚していない理由は、全体でみると「まだ若いから」が 34.7％と最も高く、次いで「資金が

足りない、収入が不安定だから」が 28.1％、「学業や仕事に打ち込みたいから」が 25.8％、「結婚

に向けて準備中」が 21.3％となっています。また、「必要性を感じないから」は 12.7％となって

います。 

年齢層別でみると、「まだ若いから」は 24 歳以下で高くなっており、「必要性を感じないから」

は年齢層が上がるにつれて高くなっています。 
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（７）婚活等の有無・興味の有無 

問39－２－１で、「２ いない」とお答えの方にうかがいます。 

問39－２－５ 結婚相手・交際相手を見つけることを目的とした活動（いわゆる婚活など）

を行っていますか。それぞれ、あてはまる答えの番号１つに〇をつけてくださ

い。（〇はそれぞれ１つ） 

 

婚活等の有無や興味の有無は、「（婚活等を）行っている」は「マッチングアプリ」が 18.1％と

最も高く、次いで「友人・知人の紹介」が 11.0％、「ＳＮＳ」が 10.2％となっています。 

「（婚活等を）行っていないが興味はある」は「友人・知人の紹介」が 42.5％と最も高く、次い

で「自治体が主催する結婚支援」が 27.5％、「マッチングアプリ」が 25.5％となっています。 

「（婚活等を）行っていないし興味もない」は、「ＳＮＳ」が 74.7％と最も高く、次いで「街コ

ン・婚活パーティー」が 73.5％、「お見合い」が 73.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)

②マッチングアプリ

③ＳＮＳ

④お見合い

⑤結婚相談所

n=(3,751)

①友人・知人の紹介

⑥街コン・婚活パーティー

⑦婚活以外のイベントに参加

⑧自治体が主催する結婚支援

⑨その他

18.1

10.2

1.8

2.3

2.3

3.6

0.4

0.3

25.5

14.2

23.9

24.6

23.2

24.6

27.5

1.6

55.8

74.7

73.4

72.1

73.5

70.8

71.1

38.0

0.7

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

60.1

11.0 42.5 45.7 0.8
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な

い

無

回

答
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（８）国や自治体に求める支援 

問39で、「２ 現在、ひとりである（結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓をしていない）」

とお答えの方にうかがいます。 

問39－３ 国や自治体に期待する結婚支援、パートナーシップに関する支援はどんなことです

か。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

国や自治体に求める支援は、全体でみると「住まいや暮らしへの経済的支援」が 50.3％と最も

高く、次いで「雇用や収入の安定化を目指した施策」が 37.5％、「出会いの場や機会を創出するた

めの支援」が 22.2％となっています。また、「特にない」は 28.3％となっています。 

年齢層別でみると、「住まいや暮らしへの経済的支援」は 20 歳代で５割台となっています。「特

にない」はいずれの年齢層でも２割台から３割台となっています。 
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（９）子どもの有無 

問40 あなたは、子どもがいますか。現在妊娠中のお子さんや、里親や養子縁組として育ててい

るお子さんも含めてお答えください。（○は１つ） 

 

子どもの有無は、全体でみると「いない」が 67.0％、「いる」が 32.2％となっています。 

年齢層別でみると、「いる」は年齢層が上がるにつれて高くなり、35～39 歳で 61.4％となって

います。一方、「いない」は 24歳以下でほぼ全数を占めています。 

世帯収入別でみると、「いる」は世帯収入が上がるにつれて高くなり、1,500 万円以上で５割台

となっています。 
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（10）子どもの人数 

問40で、「１ いる」とお答えの方にうかがいます。 

問40－１ 子どもは何人いますか。 

 

子どもの人数は、全体でみると「１人」が 58.4％と最も高く、次いで「２人」が 35.0％、「３

人」が 5.3％となっています。 

年齢層別でみると、「２人」は年齢層が上がるにつれて高くなり、35～39 歳で 43.2％となって

います。 

それぞれの世帯収入の回答を比較しても、傾向に差異は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各世帯収入別において、回答数(n)が 30未満の項目は参考値とする。 
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（11）理想の子どもの人数 

問41 あなたは、子どもを何人育ててみたいですか。子どもを望んでいない、考えていない場合

は「０」を記入してください。 

 

理想の子どもの人数は、全体でみると「２人」が 46.7％と最も高く、次いで「０人」が 18.9％、

「３人」が 16.5％、「１人」が 13.1％となっています。 

年齢層別でみると、いずれの年齢層でも「２人」が最も高く、25～29 歳で 50.1％となっていま

す。一方、「０人」は 19歳で 31.7％と高く、年齢層が上がるにつれて低くなっています。 

世帯収入別でみると、「０人」は 500 万円未満の世帯で高くなっており、「１人」は 1,000～

1,500 万円未満が 14.6％と高く、「２人」は 1,000万円以上で５割台となっています。 
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（12）理想の数の子どもを育てるために必要なこと 

問41で、「１人以上」とお答えの方にうかがいます。 

問42 育ててみたい数の子どもを育てるには、どのようなことがあれば良いと思いますか。あて

はまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

理想の数の子どもを育てるために必要なことは、全体でみると「子どもと子育てに関する経済

的支援施策がある」と「幼稚園・保育園・認定こども園などへの入園の見通しが立っている」が

約７割と高く、次いで「希望どおり産休や育休が取得できる」、「妊娠・出産・子育てまで一貫し

た支援がなされている」、「自分や家族の勤務先の長時間勤務の削減など、働き方が見直される」、

「住居費用の補助など住環境への支援がある」が６割台半ばとなっています。 

年齢層別でみると、「子どもと子育てに関する経済的支援施策がある」は 25～29 歳と 30～34 歳

で７割台と高くなっています。また、「幼稚園・保育園・認定こども園などへの入園の見通しが

立っている」は 30～34 歳で 71.3％、「妊娠・出産・子育てまで一貫した支援がなされている」は

25～29 歳で 70.5％となっています。「希望どおり産休や育休が取得できる」は 24 歳以下で７割台、

「自分や家族の勤務先の長時間勤務の削減など、働き方が見直される」も 19 歳で 71.9％と高く

なっています。 
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世帯収入別でみると、「子どもと子育てに関する経済的支援施策がある」は 700～1,000 万円未

満と 1,000～1,500 万円未満が７割台半ばと高くなっています。「理由を問わず子どもを預けられ

るサポート体制（病児保育や一時預かりなど）が整備されている」は 100 万円未満が 36.3％と最

も低くなっています。 
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（13）少子化対策のために必要なこと 

問43 あなたは、少子化対策のために必要なことは何だと思いますか。あてはまる答えの番

号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

少子化対策のために必要なことは、全体でみると「賃上げ等による所得の増加」が 74.9％と最

も高く、次いで「出産や子育てに係る費用の補助の充実」が 74.0％、「子どもの未来が明るいと思

える社会の実現」が 58.4％となっています。 

世帯収入別でみると、いずれの世帯収入でも「賃上げ等による所得の増加」と「出産や子育て

に係る費用の補助の充実」は６割台から７割台となっており、「子どもの未来が明るいと思える社

会の実現」は 700～1,000万円未満と 1,500～2,000万円未満で６割台と高くなっています。 
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子どもの有無別でみると、子どもがいる人の方が、子どもがいない人に比べて「子どもの未来

が明るいと思える社会の実現」、「児童手当の増額など、現金給付の強化」、「子ども・子育てにや

さしい社会の醸成」等が高くなっています。 
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（14）子育てしやすくするために必要と考える環境 

問44 あなたは、子育てをする時、重視したい環境、子育てしやすくするために必要と考える

環境は何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

子育てしやすくするために必要と考える環境は、全体でみると「治安が良いなど、子どもに

とって安心・安全な環境が整っている」が 83.2％と最も高く、次いで「子どもがのびのび遊べる

公園・広場などが整備されている」が 71.2％、「子育てしやすい教育・住環境が整っている」が

70.1％となっています。 

世帯収入別でみると、いずれの世帯収入でも「治安が良いなど、子どもにとって安心・安全な

環境が整っている」は最も高く、「子どもがのびのび遊べる公園・広場などが整備されている」は

1,500～2,000 万円未満で 78.1％と最も高くなっています。また、「子育てしやすい教育・住環境

が整っている」も 1,500～2,000万円未満で 75.4％と最も高くなっています。 
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子どもの有無別でみると、子どもがいる人の方が、子どもがいない人に比べて「治安が良いな

ど、子どもにとって安心・安全な環境が整っている」、「子どもがのびのび遊べる公園・広場など

が整備されている」、「子育てしやすい教育・住環境が整っている」、「幼稚園・保育園・認定こど

も園などが充実している」、「子どもを連れての外出がしやすい施設が多くある」等が高くなって

います。子どもがいない人では「自分のキャリアを継続できるなど、子育てと仕事を両立しやす

い環境が整っている」、「子育てに関するアドバイスや相談を受ける、情報を入手できる施設が充

実している」が高くなっています。 
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（15）区への意見「結婚」「出産」「子育て」「少子化」（自由意見） 

問45 「結婚・事実婚・パートナーシップ宣誓」や「出産」、「子育て」、「少子化」につい

て、感じていることや区に対するご意見・ご提案などがありましたら、自由にご記入く

ださい。 

 

「結婚」「出産」「子育て」「少子化」に関する自由意見をもとに、区民が抱える課題を把握する

ためのテキストマイニングを行い、語と語の関連性を可視化した共起ネットワークを作成しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出産」「妊娠」「育児」「費用」などの語がつながっており、妊娠・出産に関しては費用や育児

の負担が大きな関心事であることが示されています。「治療」「助成」や「負担」「大きい」などが

関連していることから、妊娠・出産への補助や支援の不足が不安につながっており、経済的な支

援が求められていることが伺えます。 

「少子化」「対策」「社会」「必要」「女性」などの結びつきから、少子化が社会全体の問題とし

て捉えられており、対策が必要であるという意見が読み取れ、特に女性の社会的役割に関する意

見が含まれていることが分かります。  

 
語の出現回数： 
 

語彙群： 
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以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

▼妊娠・出産について 

○出産費用の負担軽減に向けた国への提言 

○高額な大学病院での出産費用の補助 

○不妊治療に対する経済的支援の創設 

○無痛分娩費用の補助制度の導入 

 

▼子育て環境について 

○子育て世帯が住める広さの住居確保に向けた支援 

○子育てにおける精神的ケア体制の強化 

○子どもを育てることが社会的に歓迎される環境づくり 

 

▼少子化対策・経済的支援について 

○公立学校の設備や教育内容の充実 

○若年層の収入の低さや将来不安による少子化への影響 

○塾や習い事などの私教育への支援 

○子育て世帯への継続的な金銭的支援の拡充 

 

▼社会全体の意識改革について 

○同性婚の法制化に向けた国への提言 

○パートナーシップ制度の更なる充実 
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８ 若者施策等に関する意見について 

（１）区への意見「区の若者施策等」（自由意見） 

問46 最後に、文京区の若者施策について、将来に向けて必要だと思うことや、ご意見、ご

要望またはご提案等がありましたら、自由にご記入ください。 

 

区の若者施策等に関して意見を自由に記入していただいたところ、4,323 件の自由意見がありま

した。以下に、自由意見として挙がった主な意見を整理して紹介します。 

 

【要望】 

▼若者施策の総合的な推進について 

○若者支援の重点的な推進と情報発信の強化 

○全国に先駆けた若者施策の実施 

○教育・学術支援における先進的な施策の展開 

○独身世帯に対する支援不足への不満 

 

▼結婚・子育て・少子化対策について 

○区と東京都による子育て支援施策の拡充 

○結婚前の若者への支援の拡充 

○安心して子どもを育てられる生活環境の整備 

 

▼社会とのつながりについて 

○若者の居場所の確保 

○若者向けワークショップやサークル活動の支援 

○イベント情報の周知手段の拡充 

 

▼就学・就業について 

○若者向け職業訓練やキャリアサポートの充実 

○区独自の雇用支援施策の促進 

○賃金向上と安定雇用の確保 

 

▼住宅について 

○住宅購入支援制度の創設 

○ファミリータイプ住居の価格・供給バランスの是正 

○若年層向けの高品質な公営住宅の整備 

 

▼家族の世話について 

○家族を介護する方への支援 

○介護経験者同士の交流の場の提供 

○ヤングケアラーへの支援体制の更なる強化  
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▼外国人と治安について 

○外国人住民の増加に対応した教育現場の体制強化 

○地域の安全強化とマナー・ルールの周知徹底 

○外国人観光客によるオーバーツーリズムへの対策の強化 

 

▼ＳＮＳ活用・情報発信について 

○ＳＮＳを活用したアンケート実施や施策の広報の強化 

○ＹｏｕＴｕｂｅ等を活用した区の取り組みの紹介 

○公共交通機関や商業施設等での施策の情報発信 

 

▼今回の調査について 

○調査結果のフィードバックの実施 

○調査の定期的な実施と内容のアップデート 

○設問数の最適化による回答率の向上 

○若者世代を対象とした意見聴取の機会への歓迎と期待 
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使用した調査票 
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